
(57)【要約】

本発明は最小の侵襲性の外科技術に関する。発生器の方

向への反射波の後方伝播を阻止するため通常チョークと

呼ばれるトラップが設けられた単極または双極の同軸タ

イプの経皮的な鋭い発熱治療マイクロ波用のアンテナの

製造方法を提供する。装置の小型化は特に腫瘍に対する

医薬および手術における間隙発熱治療で最小の侵襲性を

可能にする。アンテナ製造方法は、ターゲット組織にア

ンテナ２，３，４ を誘導するための金属針１ を提供す

る。アンテナ２ の外部導体４ 上には金属カラー６ が

予め定められた位置に接続され、プラスティックシース

５ はフィード７ とカラー６ との間の部分の外部導体

２ をカバーするために設けられ、アンテナが挿入され

る金属針１ の内部壁はその後カラー６ とシース５ を

含み誘導するために使用され、特にカラー６ は金属針

１ の内部壁と電気的に接触する。アンテナはしたがっ

て可変の長さのチョークと小型化された直径で得られる

。熱電対は“フィード”ゾーンで直接突出するチョーク

を貫通して誘導できる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
腫 瘍 学 に お け る 敏 感 な 発 熱 治 療 の た め に 、 タ ー ゲ ッ ト と す る 組 織 へ 導 入 す る た め 金 属 針 中
へ 挿 入 さ れ る こ と が で き る 侵 入 型 、 経 皮 的 、 腹 腔 鏡 、 内 視 鏡 お よ び 医 薬 お よ び 手 術 の 外 科
用 処 理 の た め の 同 軸 マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ に お い て 、
内 部 導 体 と 、
全 長 に わ た っ て 内 部 導 体 を 被 覆 す る 誘 電 体 層 と 、
端 部 部 分 を 除 い て 誘 電 体 層 を 同 軸 的 に 被 覆 す る 外 部 導 体 と 、
前 記 端 部 部 分 の 近 く の 外 部 導 体 の 外 側 に 取 付 け ら れ 、 外 部 導 体 よ り も 大 き い 直 径 の 同 軸 導
電 部 分 を 具 備 す る チ ョ ー ク と 、
前 記 軸 的 な 導 体 を 外 部 導 体 へ 接 続 し 、 前 記 端 部 部 分 と は 反 対 方 向 で 前 記 同 軸 導 電 部 分 に 沿
っ て 配 置 さ れ て い る 導 電 カ ラ ー と を 有 し 、
チ ョ ー ク の 同 軸 導 電 部 分 が 前 記 金 属 針 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 カ ラ ー は 前 記 針 と 滑 動 接 触 し て お り 、 チ ョ ー ク の 長 さ は 変 更 さ れ る こ と が で き る 請 求
項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ ラ ー の 隣 に 位 置 し 、 前 記 端 部 部 分 に 近 接 し て 、 チ ョ ー ク の 誘 電 体 層 で あ る プ ラ ス テ
ィ ッ ク シ ー ス が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 シ ー ス は 付 着 防 止 材 料 で あ り 、 針 か ら 突 出 す る 長 さ を 有 し 、 高 温 の 加 熱 治 療 中 に 外 部
の 部 分 が 組 織 に 付 着 す る こ と を 防 止 し て い る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
熱 電 対 が カ ラ ー と 、 チ ョ ー ク を 形 成 す る シ ー ス と を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 前 記 熱 電 対 は 前 記
同 軸 チ ュ ー ブ の 外 部 導 体 と 接 触 し 、 前 記 シ ー ス か ら 出 て ア ン テ ナ の フ ィ ー ド ゾ ー ン 中 へ 突
出 し て い る 感 応 端 部 を 有 し て い る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ６ 】
腫 瘍 学 に お け る 敏 感 な 発 熱 治 療 形 式 の た め に 、 侵 入 型 、 経 皮 的 、 腹 腔 鏡 、 内 視 鏡 、 医 薬 と
手 術 の 外 科 用 処 理 の た め の 同 軸 マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ 上 に 可 変 の 長 さ の チ ョ ー ク を 構 成 す る
方 法 に お い て 、 前 記 ア ン テ ナ は タ ー ゲ ッ ト の 組 織 へ 導 入 す る の に 必 要 な 金 属 針 へ 挿 入 さ れ
る こ と が で き 、
ア ン テ ナ は 、
内 部 導 体 と 、
全 長 に わ た っ て 内 部 導 体 を 被 覆 す る 誘 電 体 層 と 、
端 部 部 分 を 除 い て 誘 電 体 層 を 同 軸 的 に 被 覆 す る 外 部 導 体 と を 有 し 、
前 記 端 部 部 分 の 近 く の 導 電 カ ラ ー を 前 記 ア ン テ ナ 上 に 設 け 、 そ れ に よ っ て 前 記 導 電 カ ラ ー
は 前 記 金 属 針 中 を 滑 動 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 端 部 部 分 に 隣 接 す る 前 記 カ ラ ー の 隣 に は 、 チ ョ ー ク に 対 し て 内 部 で あ る 誘 電 体 層 で あ
る プ ラ ス テ ィ ッ ク シ ー ス が ア ン テ ナ 上 に 配 置 さ れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
ア ン テ ナ の 前 記 シ ー ス お よ び 誘 電 体 層 は Ｐ Ｔ Ｅ Ｅ で あ る 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 カ ラ ー は ア ン テ ナ の 外 部 導 体 に 溶 接 さ れ た 金 属 か ら 作 ら れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
タ ー ゲ ッ ト の 組 織 へ 誘 導 す る の に 必 要 な 金 属 針 に 挿 入 さ れ る こ と が で き る 発 熱 治 療 用 の ア
ン テ ナ に お い て 、
内 部 導 体 と 、
全 長 に わ た っ て 内 部 導 体 を 被 覆 す る 誘 電 体 層 と 、
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端 部 部 分 を 除 い て 誘 電 体 層 を 同 軸 的 に 被 覆 す る 外 部 導 体 と 、
端 部 部 分 近 く の 外 部 導 体 の 外 側 に 取 付 け ら れ 、 外 部 導 体 よ り も 大 き い 直 径 の 同 軸 導 電 部 分
を 具 備 す る チ ョ ー ク と を 具 備 し 、
熱 電 対 が チ ョ ー ク を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 前 記 熱 電 対 は 前 記 外 部 導 体 と 接 触 し 、 前 記 チ ョ ー
ク か ら 出 て ア ン テ ナ の フ ィ ー ド ゾ ー ン へ 突 出 し て い る 感 応 端 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
発 熱 治 療 ア ン テ ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 隙 間 、 経 皮 的 、 腹 腔 鏡 、 内 視 鏡 、 医 薬 お よ び 手 術 の 外 科 内 応 用 、 特 に 腫 瘍 学 に
お け る 最 小 の 侵 襲 性 外 科 技 術 に 関 す る 。 特 に 、 発 生 器 の 方 向 に 戻 る 反 射 波 の 伝 播 を 遮 断 す
る た め に 通 常 チ ョ ー ク と 呼 ば れ る “ ト ラ ッ プ ” が 設 け ら れ た 単 極 ま た は 双 極 の 同 軸 タ イ プ
の ３ ７ ℃ か ら １ ０ ０ ℃ ま で に わ た っ て 動 作 す る 発 熱 治 療 用 の マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ に 関 す る
。 さ ら に 、 本 発 明 は こ の よ う な ア ン テ ナ の 構 成 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
腫 瘍 学 に お け る 発 熱 治 療 は 癌 の 治 療 で ３ ０ 年 に わ た っ て 使 用 さ れ た 方 法 で あ る （ Ｈ ａ ｈ ｎ
 Ｇ Ｍ  Ｈ ｙ ｐ ｅ ｒ ｔ ｈ ｅ ｒ ｍ ｉ ａ  ａ ｎ ｄ  Ｃ ａ ｎ ｃ ｅ ｒ  、 Ｐ ｌ ｅ ｎ ｕ ｍ  Ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ 、 Ｙ
ｏ ｒ ｋ 、 １ ９ ８ ２ 年 ） 。 こ れ は 直 接 的 に ま た は 放 射 線 療 法 、 化 学 療 法 の よ う な 他 の 方 法 ま
た は そ の 他 の 外 科 技 術 の 付 加 的 な 使 用 に よ り ネ ク ロ ー シ ス を 得 る た め 癌 細 胞 を 加 熱 す る こ
と か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 に 表 面 の 外 傷 の 治 療 の た め の 組 織 の 加 熱 で は 、 最 初 に 電 磁 波 が 人 体 の 外 に 位 置 す る ソ ー
ス に よ り 発 生 さ れ て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 最 近 の 細 い 器 具 が マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ 間 で 使 用 さ れ て お り 、 数 百 Ｍ Ｈ ｚ 乃 至 数 千 Ｍ
Ｈ ｚ 、 典 型 的 に は ２ ４ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ 間 で 動 作 し 、 侵 入 型 、 経 皮 型 、 腹 腔 鏡 、 内 視 鏡 、 深 い 損
傷 部 の 局 部 的 治 療 に 適 し た 外 科 間 応 用 に お い て 同 軸 チ ュ ー ブ で 実 行 さ れ る （ Ｉ ｓ ｋ ａ ｎ ｄ
ｅ ｒ  Ｍ Ｆ  ＆  Ｔ ｕ ｍ ｅ ｈ  Ａ Ｍ 、 Ｄ ｅ ｓ ｉ ｇ ｎ  ｏ ｐ ｔ ｉ ｍ ｉ ｚ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ  ｏ ｆ  Ｉ ｎ ｔ
ｅ ｒ ｓ ｔ ｉ ｔ ｉ ａ ｌ  Ａ ｎ ｔ ｅ ｎ ｎ ａ ｓ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ｓ  ｏ ｎ  Ｂ ｉ
ｏ ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｌ  ｅ ｎ ｇ ｉ ｎ ｅ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ  、 １ ９ ８ ９ 年 、 ２ ３ ８  － ２ ４ ６  頁 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な ア ン テ ナ は 通 常 、 超 音 波 検 査 の 誘 導 、 Ｔ Ａ Ｃ 、 Ｎ Ｍ Ｒ 、 ま た は 他 の コ ン ピ ュ ー
タ 化 さ れ た イ メ ー ジ 技 術 の 下 で カ テ ー テ ル ま た は 金 属 針 を 使 用 し て 治 療 す る た め に 損 傷 部
に 挿 入 さ れ る 。 こ れ ら は 医 薬 、 イ オ ン 化 さ れ た 波 お よ び ／ ま た は 外 科 的 な 切 除 に 関 し て 使
用 さ れ る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ れ ら の マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ は 通 常 、 フ レ キ シ ブ ル ま た は 半 硬 質 の 同 軸 チ ュ ー ブ を 使 用 し
て 製 造 さ れ 、 発 熱 治 療 を 行 う た め に マ イ ク ロ 波 パ ワ ー を 組 織 へ 伝 達 す る よ う に 適 切 に １ 端
部 で 変 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ で は 、 生 検 （ バ イ オ プ シ ） 針 １ に 挿 入 さ れ て い る ア ン テ ナ の 軸 に 沿 っ た 断 面 が 示 さ れ
て い る 。 図 面 の 右 側 の そ の ア ク チ ブ な 部 分 の ア ン テ ナ は 放 射 双 極 （ ダ イ ポ ー ル ） ま た は 単
極 （ モ ノ ポ ー ル ） と し て 適 切 に 構 成 さ れ る 。 さ ら に 正 確 に は ２ は 同 軸 チ ュ ー ブ の 外 部 導 体
で あ り 、 ３ は 中 心 導 体 ４ か ら 外 部 導 体 を 絶 縁 す る 誘 電 体 層 で あ る 。 ７ で 示 さ れ て い る 点 は
フ ィ ー ド 点 、 即 ち 通 常 “ フ ィ ー ド ” と 呼 ば れ る ア ン テ ナ の ア ク チ ブ 部 分 で あ り 、 こ こ で は
放 射 さ れ た パ ワ ー は 通 常 最 大 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 １ で 示 さ れ て い る よ う に 、 例 え ば 同 軸 チ ュ ー ブ の 外 部 導 体 ２ の 一 部 を １ 端 部 で 切 断 し て
誘 電 体 層 ３ を 被 覆 し な い 状 態 に よ り 形 成 さ れ る 通 常 の ア ン テ ナ に よ り （ 大 き い 血 管 が 通 っ
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て い な い ） 生 物 学 的 組 織 を 加 熱 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 等 温 表 面 は 回 転 対 称 形 状 を 有 す
る 。 図 面 の 平 面 上 の こ れ ら の 投 影 は 楕 円 形 で あ り 、 前 述 し た よ う に 同 軸 チ ュ ー ブ の 外 部 導
体 ２ の 末 端 部 が 切 断 さ れ て い る ア ン テ ナ の フ ィ ー ド 点 ７ 近 く に 最 大 の 中 心 の 送 信 部 を 有 す
る 。 破 線 の 投 影 表 面 ８ は 純 粋 に 理 論 的 な ケ ー ス に お け る こ の タ イ プ の ア ン テ ナ に よ り 放 射
さ れ る 組 織 の 等 温 表 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 際 に は 、 加 熱 す る と き に 同 一 の 媒 体 の 誘 電 体 特 性 の 変 化 の た め に 、 お よ び 電 磁 波 の 誘 導
さ れ た 伝 播 に 関 連 す る 他 の 理 由 の た め に 、 ア ン テ ナ の イ ン ピ ー ダ ン ス は こ れ が 動 作 す る 媒
体 の イ ン ピ ー ダ ン ス に 完 璧 に 適 合 さ れ て い な い 。 マ イ ク ロ 波 パ ワ ー の 放 出 中 に 、 常 に ア ン
テ ナ の 外 部 導 体 に 沿 っ て ア ク チ ブ 端 部 か ら 発 生 器 方 向 へ 戻 る 後 方 向 の 波 が 存 在 し 、 加 熱 図
形 の 後 方 の 延 長 を 生 じ る 。 破 線 曲 線 ９ は こ の 効 果 に 対 応 す る 後 方 に 延 び た 等 温 表 面 の 投 影
を 示 し て い る 。 こ の 欠 点 は ア ン テ ナ の ア ク チ ブ 部 分 の 近 く に 熱 の 発 生 を 適 切 に 集 中 す る こ
と を 阻 み 、 こ の 技 術 の 使 用 を 大 き く 制 限 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 欠 点 を 克 服 す る た め に 、 通 常 、 ア ン テ ナ は 無 線 放 送 ア ン テ ナ で し ば し ば 使 用 さ れ 反 射
さ れ た パ ワ ー の 後 方 伝 播 を 遮 断 す る チ ョ ー ク ま た は ト ラ ッ プ と 呼 ば れ る 装 置 を 取 付 け ら れ
る （ 例 え ば Ｒ ｅ ｉ ｎ ｔ ｊ ｅ ｓ  Ｊ Ｆ  ＆  Ｃ ｏ ａ ｔ ｅ  Ｇ Ｔ 、 Ｐ ｒ ｉ ｎ ｃ ｉ ｐ ｌ ｅ ｓ  ｏ ｆ  Ｒ
ａ ｄ ａ ｒ  、 Ｍ ｃ Ｇ ｒ ａ ｗ － Ｈ ｉ ｌ ｌ  Ｂ ｏ ｏ ｋ  Ｃ ｏ ｍ ｐ ａ ｎ ｙ 、 Ｙ ｏ ｒ ｋ 、 １ ９ ５ ２ 年
、 ８ ５ １  頁 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ で １ １ で 示 さ れ て い る こ の 装 置 は 、 フ ィ ー ド ７ 近 く に ア ン テ ナ の 同 軸 チ ュ ー ブ の 外 部
導 体 と 、 短 絡 回 路 金 属 チ ュ ー ブ １ ２ を １ 端 部 に 配 置 す る こ と に よ り 得 ら れ る λ ／ ４ の 長 さ
の 同 軸 誘 導 部 分 に お い て 構 成 さ れ 、 λ は 放 射 さ れ た 波 の 波 長 で あ る 。 図 ２ で は 、 １ は ア ン
テ ナ の 針 誘 導 装 置 で あ り 、 ２ は ア ン テ ナ の 外 部 導 体 で あ り 、 ３ は 絶 縁 材 料 で あ り 、 ４ は 中
心 導 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 場 合 、 １ ３ で 示 さ れ て い る 後 方 反 射 波 は ア ン テ ナ の 外 部 表 面 を 移 動 し 、 チ ョ ー ク １ １
に 入 り 、 全 体 が λ ／ ２ の パ ス が 入 口 の 位 相 に 関 し て 反 対 の 位 相 の チ ョ ー ク に 再 度 入 っ た 後
、 短 絡 回 路 の そ の １ 端 部 で そ れ 自 体 反 射 し 、 そ の 結 果 強 度 が ゼ ロ に な る 。 ア ン テ ナ に チ ョ
ー ク １ １ が 取 付 け ら れ た と き に 得 ら れ る 等 温 表 面 は 図 ２ の 連 続 曲 線 １ ０ に よ り 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
実 際 に は 、 図 に 示 さ れ る よ う に 、 チ ョ ー ク １ １ の 導 入 は ア ン テ ナ と 針 １ の 直 径 の 実 質 上 の
増 加 を 招 き 、 し た が っ て 外 来 患 者 部 門 の よ う に 例 え ば 反 復 さ れ る 治 療 等 で 最 小 の 侵 襲 性 の
手 術 が 必 要 と さ れ る と き に そ の 応 用 を 限 定 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
製 造 上 の 理 由 お よ び 、 材 料 の 抵 抗 の 限 定 の た め に 、 チ ョ ー ク の 半 径 方 向 の 寸 法 は あ る 制 限
下 で 減 少 さ れ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 治 療 中 の 温 度 変 化 に よ り 生 じ る 媒 体 の 誘 電 体 特 性 の 変 化 の 場 合 、 ま た は マ イ ク ロ
波 発 生 器 が 調 節 可 能 な 周 波 数 を 有 す る と き の よ う に ア ン テ ナ の 周 波 数 の 変 化 の 場 合 、 チ ョ
ー ク は 常 に ほ ぼ 第 ４ の 波 長 の 長 さ で あ る よ う に 長 く さ れ ま た は 短 く さ れ る こ と は で き な い
。 既 存 の チ ョ ー ク の イ ン ピ ー ダ ン ス は そ れ 故 固 定 さ れ て お り 、 そ れ に よ っ て 反 射 し て 戻 る
波 の 消 去 は 動 作 温 度 が 変 化 さ れ る と き 全 体 的 に 効 果 的 で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
発 熱 治 療 の 応 用 は さ ら に 、 局 部 的 な 温 度 の 測 定 に 通 常 関 連 さ れ る 。 事 実 、 隣 接 す る 健 康 な
組 織 を 維 持 し て ア ン テ ナ の 実 際 の 加 熱 パ ワ ー を 制 御 す る よ う に 治 療 を 行 う た め 癌 障 害 の 加
熱 温 度 を 測 定 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
通 常 、 動 作 領 域 で は 、 温 度 セ ン サ が 挿 入 さ れ る （ 図 ２ の ２ ０ で 示 さ れ て い る ） 。 例 え ば 金
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属 の 熱 電 対 が 使 用 さ れ る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら は 加 熱 し す ぎ て 測 定 に 悪 影 響 す る 熱 電 対
の 金 属 の 渦 電 流 の た め に 、 ア ン テ ナ に よ る エ ネ ル ギ の 放 出 中 に 導 入 さ れ る こ と が で き な い
。 さ ら に 熱 電 対 の 存 在 は マ イ ク ロ 波 の フ ィ ー ル ド 分 布 を 変 化 し 、 加 熱 の 変 化 は 加 熱 し す ぎ
て 測 定 に 悪 影 響 す る 熱 電 対 の 金 属 の 渦 電 流 の た め に 、 ア ン テ ナ に よ る エ ネ ル ギ の 放 出 中 に
導 入 さ れ る こ と が で き な い 。 さ ら に 熱 電 対 の 存 在 は マ イ ク ロ 波 フ ィ ー ル ド の 分 布 を 変 化 さ
せ 、 加 熱 パ タ ー ン を 変 化 さ せ る 。 そ れ 故 、 金 属 の 熱 電 対 に よ る 温 度 測 定 は エ ネ ル ギ 放 出 を
し ば し ば 停 止 し な け れ ば な ら な い 欠 点 を 有 す る 。 代 わ り に 、 光 フ ァ イ バ セ ン サ は 金 属 を も
た ず 、 フ ィ ー ル ド に よ る 影 響 を 受 け ず 、 ま た は そ れ を 乱 さ な い が 、 高 価 で 脆 弱 で あ る と い
う 欠 点 を 有 す る こ と で 知 ら れ て い る 。 金 属 の 熱 電 対 ま た は 光 フ ァ イ バ セ ン サ の い ず れ の 場
合 に も 、 セ ン サ を 動 作 領 域 へ 導 入 す る た め 更 に 別 の カ テ ー テ ル を 導 入 す る 欠 点 が さ ら に 存
在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 発 生 器 の 方 向 へ 反 射 す る 波 の 後 方 伝 播 を 阻 止 す る た め に ト ラ ッ プ ま た は
チ ョ ー ク が 設 け ら れ て い る 医 薬 お よ び 外 科 手 術 の 応 用 の た め の 同 軸 マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ を
提 供 す る こ と で あ り 、 こ こ で 従 来 技 術 に 関 す る こ の ト ラ ッ プ の 小 型 化 が 可 能 で あ り 、 そ れ
に よ っ て 最 小 の 侵 襲 性 応 用 で の 使 用 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 中 間 波 長 の 変 化 の 場 合 に 、 よ り 正 確 な 動 作 の た め に チ ョ ー ク が 長 く
さ れ る か ま た は 短 く さ れ る こ と を 可 能 に す る ア ン テ ナ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 更 に 別 の 目 的 は 、 動 作 領 域 の 温 度 の 測 定 を 可 能 に す る ア ン テ ナ を 提 供 す る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 更 に 別 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 造 で こ の 小 型 化 を 可 能 に す る こ の よ う な ア ン テ ナ の 生
成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ れ ら お よ び 他 の 目 的 は 本 発 明 に よ る ア ン テ ナ に よ り 実 現 さ れ 、 こ れ は タ ー ゲ ッ ト と す る
組 織 へ ア ン テ ナ を 誘 導 す る の に 必 要 な 金 属 針 中 に 挿 入 さ れ る こ と が で き 、 そ の ア ン テ ナ は
、
内 部 導 体 と 、
全 長 に わ た っ て 内 部 導 体 を 被 覆 す る 誘 電 体 層 と 、
端 部 部 分 を 除 い て 誘 電 体 層 を 同 軸 的 に 被 覆 す る 外 部 導 体 と 、
端 部 部 分 の 近 く の 外 部 導 体 の 外 側 に 取 付 け ら れ 、 外 部 導 体 よ り も 大 き い 直 径 の 同 軸 導 電 部
分 を 具 備 す る チ ョ ー ク と 、
同 軸 導 体 を 外 部 導 体 へ 接 続 し 、 端 部 部 分 と は 反 対 方 向 で 同 軸 導 電 部 分 に 沿 っ て 配 置 さ れ て
い る 導 電 カ ラ ー と を 具 備 し 、
ア ン テ ナ は チ ョ ー ク の 同 軸 導 電 部 分 が そ の 金 属 針 中 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
カ ラ ー は 針 と 滑 動 接 触 し て お り 、 チ ョ ー ク の 長 さ は 変 更 さ れ る と 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
好 ま し く は カ ラ ー の 隣 に 位 置 し 端 部 部 分 に 近 接 し て 、 ア ン テ ナ は チ ョ ー ク の 誘 電 体 層 で あ
る プ ラ ス テ ィ ッ ク シ ー ス を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
シ ー ス は 付 着 防 止 材 料 で あ り 、 針 か ら 突 出 す る 長 さ で あ り 、 高 温 の 加 熱 治 療 中 に 外 部 部 分
が 組 織 に 付 着 す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
有 効 に 、 熱 電 対 は チ ョ ー ク と シ ー ス を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 前 記 熱 電 対 は 前 記 同 軸 チ ュ ー ブ
の 外 部 導 体 と 接 触 し 、 前 記 シ ー ス か ら 出 て ア ン テ ナ の フ ィ ー ド ゾ ー ン へ 突 出 し て い る 感 応
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端 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 同 軸 ア ン テ ナ で 可 変 の 長 さ を 有 す る チ ョ ー ク の 構 成 方 法 で は
、 ア ン テ ナ は そ れ を タ ー ゲ ッ ト の 組 織 へ 誘 導 す る の に 必 要 な 金 属 針 中 に 挿 入 さ れ 、 ア ン テ
ナ は 、
内 部 導 体 と 、
全 長 に わ た っ て 内 部 導 体 を 被 覆 す る 誘 電 体 層 と 、
端 部 部 分 を 除 い て 誘 電 体 層 を 同 軸 的 に 被 覆 す る 外 部 導 体 と を 有 し 、
端 部 部 分 の 近 く の 導 電 カ ラ ー を ア ン テ ナ 上 に 設 け 、 導 電 カ ラ ー が 金 属 針 中 を 滑 動 す る よ う
に す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
端 部 部 分 に 隣 接 す る カ ラ ー の 隣 に は 、 チ ョ ー ク の 誘 電 体 層 で あ る プ ラ ス テ ィ ッ ク シ ー ス が
ア ン テ ナ 上 に 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ア ン テ ナ の シ ー ス と 誘 電 体 層 は Ｐ Ｔ Ｅ Ｅ か ら 構 成 さ れ る と 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
カ ラ ー は ア ン テ ナ の 外 部 導 体 に 溶 接 さ れ た 金 属 か ら 作 ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 の 更 に 別 の 特 徴 に よ る と 、 発 熱 治 療 用 の ア ン テ ナ は 、 そ れ を タ ー ゲ ッ ト の 組 織 へ 誘
導 す る の に 必 要 な 金 属 針 中 に 挿 入 さ れ 、
内 部 導 体 と 、
全 長 に わ た っ て 内 部 導 体 を 被 覆 す る 誘 電 体 層 と 、
端 部 部 分 を 除 い て 誘 電 体 層 を 同 軸 的 に 被 覆 す る 外 部 導 体 と 、
端 部 部 分 の 近 く の 外 部 導 体 の 外 側 に 取 付 け ら れ 、 外 部 導 体 よ り も 大 き い 直 径 の 同 軸 導 電 部
分 を 具 備 す る チ ョ ー ク と を 具 備 し 、
熱 電 対 が チ ョ ー ク を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 こ の 熱 電 対 は 前 記 外 部 導 体 と 接 触 し 、 前 記 チ ョ ー
ク か ら 出 て ア ン テ ナ の フ ィ ー ド ゾ ー ン へ 突 出 し て い る 感 応 端 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
隙 間 マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ と 、 そ の 製 造 方 法 の 更 な る 特 性 お よ び 利 点 は 本 発 明 に し た が っ て
、 例 示 で あ り 限 定 で は な い そ の 実 施 形 態 の 以 下 の 説 明 と 、 更 に 添 付 図 面 の 参 照 に よ り 明 白
に な る で あ ろ う 。
図 ３ で は 、 本 発 明 に よ り 、 例 え ば １ ４ ゲ ー ジ で 外 部 直 径 ＝ ２ ． １ ｍ ｍ の 生 検 針 １ で 構 成 さ
れ る 金 属 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ た ア ン テ ナ の 軸 に 沿 っ た 断 面 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ア ン テ ナ は 図 面 の 右 側 の ア ク チ ブ 部 分 で は 放 射 双 極 ま た は 単 極 で あ る 。 さ ら に 正 確 に は ア
ン テ ナ は 、 外 部 導 体 ２ を 有 す る 同 軸 チ ュ ー ブ と 、 誘 電 体 層 ３ と 、 外 部 導 体 ２ か ら 絶 縁 さ れ
た 誘 導 体 層 ３ 中 に 埋 没 さ れ て い る 中 心 導 体 ４ と に よ り 形 成 さ れ る 。 外 部 導 体 ２ で は よ く 知
ら れ て い る よ う に 、 ７ で 示 さ れ て い る エ ン ド ポ イ ン ト は ア ン テ ナ の ア ク チ ブ 部 分 の フ ィ ー
ド 点 で あ り 、 ｇ ｅ ｒ ｇ ｏ  ｔ ｅ ｃ ｎ ｉ ｃ ｏ  に お け る 前 記 フ ィ ー ド で は 放 射 さ れ る パ ワ ー は
通 常 最 大 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク シ ー ス 絶 縁 体 ５ と カ ラ ー 金 属 ６ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら
に 正 確 に は 、 こ の 結 果 は 以 下 に よ り 得 ら れ 、
ア ン テ ナ ２ の 外 部 導 体 の ｓ ａ ｌ ｄ ａ ｎ ｄ ｏ で 、 金 属 カ ラ ー ６ が 予 め 定 め ら れ た 位 置 に あ り
、
フ ィ ー ド ７ か ら カ ラ ー ６ ま で の 部 分 の 外 部 導 体 ２ を 被 覆 す る プ ラ ス テ ィ ッ ク の シ ー ス ５ を
配 置 す る こ と に よ り 、
ア ン テ ナ が カ ラ ー ６ と シ ー ス ５ 、 特 に 金 属 針 １ の 壁 の 内 部 と 電 気 的 に 接 触 し て い る カ ラ ー
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６ を 含 ん で 誘 導 す る た め に 挿 入 さ れ る 同 じ 金 属 針 １ の 壁 の 内 部 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 は 医 薬 お よ び 手 術 で 深 い 傷 の 局 部 的 治 療 に 適 し た チ ョ ー ク が 取 付 け ら れ て い る 最 小
化 さ れ た マ イ ク ロ 波 ア ン テ ナ を 容 易 で 高 価 で は な い 方 法 で 製 造 す る こ と を 可 能 に す る 。 実
際 に 、 金 属 針 １ と 、 カ ラ ー ６ と 、 シ ー ス ５ の 組 合 わ せ は 可 変 の 長 さ の チ ョ ー ク を 得 る こ と
を 可 能 に し 、 ア ン テ ナ の 外 部 直 径 の 増 加 を 最 小 に 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ２ の チ ョ ー ク の よ う に 、 実 際 に 図 ３ で は 、 波 １ ３ は フ ィ ー ド ７ の 開 始 か ら 反 射 し て 戻 り
、 ア ン テ ナ の 外 部 表 面 を 伝 播 し 、 針 １ と 外 部 導 体 ２ と の 間 に 形 成 さ れ た チ ョ ー ク に 入 り 、
全 体 が λ ／ ２ の パ ス が 入 口 に お け る 波 に 関 し て 反 対 の 位 相 で チ ョ ー ク の 入 口 に 再 度 入 っ た
後 、 短 絡 回 路 の カ ラ ー ６ で そ れ 自 体 反 射 し 、 ゼ ロ の 強 度 を 得 る 。 温 度 の 上 昇 の 場 合 ま た は
他 の 原 因 に よ る 波 長 の 変 化 は 針 １ に 関 し て カ ラ ー ６ の 位 置 を 変 化 す る こ と に よ り 補 正 さ れ
る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て チ ョ ー ク は 常 に λ ／ ４ の 長 さ で あ る 。 あ る 範 囲 内 で 、 動 作 中
の ア ン テ ナ の イ ン ピ ー ダ ン ス の 変 化 は チ ョ ー ク の 長 さ と 、 そ の 後 の チ ョ ー ク と フ ィ ー ド と
の 間 の 部 分 の 長 さ を 変 更 す る の と 同 一 方 法 で 補 償 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 に し た が っ て ア ン テ ナ に チ ョ ー ク が 取 付 け ら れ る と き に 得 ら れ る 等 温 表 面 も ま た こ
の 場 合 、 破 線 曲 線 に よ り 示 さ れ て お り 、 ア ン テ ナ の 軸 方 向 の チ ュ ー ブ と 、 ア ン テ ナ が 挿 入
さ れ る 針 の 誘 導 装 置 １ の 内 部 壁 も 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
さ ら に 正 確 に は 、 金 属 カ ラ ー ６ は 針 の 誘 導 装 置 １ の 内 部 壁 と の 電 気 接 触 を 維 持 し 、 し た が
っ て 可 動 の バ イ パ ス で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
シ ー ス ５ は 以 下 の 機 能 を 有 す る 。
ア ン テ ナ の 実 効 的 な チ ョ ー ク を 供 給 す る λ ／ ４ の 長 さ の 同 軸 の 導 波 体 で あ り 、
ア ン テ ナ の 針 中 で 滑 動 す る 中 心 素 子 で あ り 、
チ ョ ー ク に 対 し て 外 部 の 部 分 で は 、 組 織 の 付 着 は 高 温 の 加 熱 治 療 中 に 避 け ら れ 、 ア ン テ ナ
が 滑 動 す る 針 の 誘 導 装 置 と は 異 な る 金 属 表 面 と の 接 触 を 可 能 に さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 異 な る 実 施 形 態 に し た が っ て 、 熱 電 対 ２ １ は チ ョ ー ク を 形 成
す る カ ラ ー ６ と シ ー ス ５ を 通 っ て 設 け ら れ る 。 熱 電 対 ２ １ は ア ン テ ナ を 形 成 す る 同 軸 チ ュ
ー ブ の 外 部 導 体 ２ と 接 触 し 、 ア ン テ ナ の フ ィ ー ド ゾ ー ン １ ０ へ 突 出 す る シ ー ス ５ か ら 出 て
い る 感 応 端 部 ２ ２ を 有 す る 。 熱 電 対 の 他 方 の 端 部 は プ ラ グ ２ ３ に よ っ て 、 図 示 さ れ て い な
い 温 度 測 定 機 器 へ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 熱 電 対 ２ １ は ア ン テ ナ の 動 作 に 影 響 し な い 。 実 際 に 、 熱 電 対 は 外 部 同 軸
導 体 ２ の 金 属 と 一 体 的 で あ る 。 そ れ 故 、 熱 電 対 ２ ２ は 実 際 的 に は 遮 蔽 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
熱 電 対 ２ １ は 金 属 の 異 な る 導 体 が 感 応 端 部 ２ ２ で 接 合 さ れ る 金 属 シ ー ス に よ り 形 成 さ れ た
普 通 の 金 属 熱 電 対 で あ る 。 こ の よ う な 金 属 の 熱 電 対 は そ れ 程 高 価 な も の で は な く 、 光 フ ァ
イ バ セ ン サ （ 例 え ば フ ッ 化 物 の 光 セ ン サ ） よ り も 廉 価 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
熱 電 対 ２ １ の 更 な る 利 点 は 外 部 熱 電 対 を 付 加 的 な カ テ ー テ ル を 通 し て 測 定 部 分 に 挿 入 す る
の で は な く 、 測 定 は 発 熱 治 療 を 発 生 す る 供 給 転 送 中 に 動 作 領 域 で 直 接 行 う こ と が で き る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
熱 電 対 ２ １ は ま た 図 ３ 乃 至 ５ で 示 さ れ て い る の と は 異 な る 発 熱 治 療 ア ン テ ナ に 配 置 さ れ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
特 定 の 実 施 形 態 に つ い て の 前 述 の 説 明 は 、 概 念 的 な 視 点 に し た が っ て 本 発 明 を 十 分 に 明 ら
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か に し て お り 、 そ れ に よ っ て 当 業 者 は 現 在 の 知 識 を 適 用 す る こ と に よ り 、 さ ら に 研 究 せ ず
、 本 発 明 か ら 逸 脱 せ ず に こ の よ う な 実 施 形 態 を 種 々 の 応 用 に 変 形 お よ び ／ ま た は 適 合 す る
こ と が で き 、 そ れ 故 、 こ の よ う な 適 合 お よ び 変 形 は 特 定 の 実 施 形 態 に 等 し い も の と 考 慮 さ
れ な け れ ば な ら な い こ と が 理 解 さ れ よ う 。 こ こ で 説 明 し た 異 な る 機 能 を 実 現 す る た め 手 段
お よ び 材 料 は 、 こ の 理 由 で 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 逸 脱 せ ず に 異 な る 性 質 を 有 す る こ と が で
き る 。 こ こ で 使 用 し た 表 現 ま た は 用 語 は 説 明 の た め の も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る 目 的
で は な い こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
生 検 針 １ に 挿 入 さ れ て い る ア ン テ ナ の 軸 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ２ 】
フ ィ ー ド ７ 近 く に ア ン テ ナ の 同 軸 チ ュ ー ブ の 外 部 導 体 と 、 短 絡 回 路 金 属 チ ュ ー ブ １ ２ を １
端 部 に 整 列 す る こ と に よ り 得 ら れ る λ ／ ４ の 長 さ の 同 軸 誘 導 部 分 に お い て 構 成 さ れ る 装 置
の 図 。
【 図 ３ 】
ア ン テ ナ の 第 ２ の 本 発 明 の 軸 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ４ 】
図 ３ の ア ン テ ナ の 分 解 図 。
【 図 ５ 】
チ ョ ー ク を 交 差 し て フ ィ ー ド ゾ ー ン へ 突 出 す る 熱 電 対 が 付 加 さ れ て い る 図 ３ の ア ン テ ナ の
断 面 図 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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